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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・木村　浩聡様～東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院。

【転出】
・泉　沙耶様～東病棟Aユニット15号室→西病棟Bユニット30号室

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・佐藤　鉄男様～主治医指示にて本日より南病棟転出許可あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間の開放観察の指示あり。開放観察中、他室侵入を繰り返すため早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8：00～20：00までの開放観察の指示あり。不穏、興奮、他者トラブルなく自室やホールで書き物をして過ごしていること多い。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情やや硬いが不穏、興奮はなし。妄想発言も聞かれていない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・松橋　和大様～終日隔離中。本日より午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中も他者トラブルや不穏、興奮なく対面時口調も穏やかで経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。午前午後2時間の両下肢開放観察の指示あり。開放観察中も不穏、興奮することなく終了し、対面時口調も穏やかで笑顔あり。再拘束にも抵抗なく応じられ、拘束部位の循環障害や皮膚トラブルもなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年8月30日　14：00
　氏　　名：木村　浩聡（きむら　ひろあき）様
　生年月日：昭和57年8月10日(43歳)
　病　　名：知的障害
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　R3.2.24当院初診。以後、当院への定期的な通院・服薬をしていたが、R3.5.19状態が安定してい
ると通院を自己中断している。R7.3.11就労B型事業所事務所周囲の自転車にいたずらしている場
面が防犯カメラに映っていたと警察より事情聴取を受け、以降より落ち着きなく、不安の訴えや易
怒性が増強した事からR7.4.25当院再来。服薬治療開始している。以降は定期的に通院、服薬治療
継続していた。R7.8月に入り、事業所近くのアパートにおいてある自転車に手を掛けている所を事
業所職員に発見され、注意を受けている(破損などはなく未遂)。以後事業所に行かず、1ヶ月近く
自宅で過ごしていた。高齢の母親が本人への対応やこれからの事を心配し、R7.8.29定期受診時母
様も同行。現在、服薬はしているが、易怒性が増し、保清面も出来ない状態となり、家族への大声
や物を投げる、ドアを強く閉める等の行動が多くなってきている為、家族が症状改善目的で入院加
療を希望され、R7.8.30、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
